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３
月
12
日
、13
日
、津
和
野
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
文
字
ど
お
り
、
相
手
の
お
話
を

聴
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
つ
ま
り
、
相
手
の
方
に
で
き
る
だ

け
多
く
の
話
を
し
て
も
ら
い
、
そ
の
人
の
心
が
少
し
で
も
軽
く

な
る
よ
う
に
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
す
。今
回
の
講
座
に
は
、

19
名
の
参
加
が
あ
り
、
傾
聴
に
関
す
る
技
法
な
ど
を
勉
強
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
日
本
で
初
め
て
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組

ま
れ
、
現
在
で
は
全
国
各
地
で
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る

講
演
や
講
座
を
実
施
し
て
お
ら
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ホ
ー
ル
フ
ァ

ミ
リ
ー
ケ
ア
協
会
事
務
局
長
の
山
田
豊
吉
先
生
を
お
迎
え
し
、

よ
り
よ
く
聴
く
た
め
の
心
構
え
や
技
法
を
分
か
り
や
す
く
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
よ
つ
葉
の
会
」で
は
、

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
派
遣
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
ろ
を
込

め
て
お
話
を
聴
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先
：

津
和
野
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

津
和
野
支
所
（
津
和

野
町
社
協
津
和
野
支

所
）☎　

７
２
・
１
４
９
４

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
養
成
講
座
開
催

『聴く』ことでできる
社会貢献
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基本方針（基本的な運営方針）
１　住民主体、地域主体の福祉活動を勧めます。

２　その人らしく自立した生活が出来るよう支援します。

３　住民の生活課題に向き合い、共に考え、行動します。

４　津和野町福祉計画と相互に歩調を合わせ進捗管理を行います。特に、経営改善の為にも公益事業（介護保険事業）

　　の収支均衡について、諸施策を講じていきます。

５　津和野町からの受託事業（相談支援事業）を適正、効率的に運営します。

６　個別支援をもとに地域の生活課題を解決する仕組みづくりを進めます。

事業活動
１. 自主財源事業
　① 福祉推進事業 

　地域福祉を推進する寄付および社協会費を財源とする事業です。事業実態を地域の皆さまに知って理解をいただ

くとともに、公平な利用がいただけるよう努力します。主な取組み内容は次のとおりです。
● 地域福祉活動の実践	 ● ふれあいまつり　● 町民余芸大会　● 俳句サロン	 ● チャリティー囲碁大会（春夏秋冬塾）

● ひとり暮らし高齢者誕生日花束贈呈	 ● チャリティーゴルフ大会（新規事業）	 ● 新生児誕生祝品贈呈　● 地域福祉会助成

● 諸団体助成金交付	 ● 貸出事業	 ● 広報誌作成（社協だより）　● 介護職員初任者研修事業（旧２級ヘルパー養成講座）

　② ボランティア活動振興事業 
　地域福祉を推進するために、ボランティア活動は必要で欠かすことのできない事業です。ボランティアセンター

を拠点とし、ボランティア会員の募集を勧めるとともに、各種ボランティア活動の充実・活性化に努めます。主な

取組み内容は次のとおりです。
● ボランティアセンター運営	 ● 月いちボランティア清掃（津和野地区）	 ● 災害ボランティアセンター設置・運営

● サマーボランティアスクール	 ● はがきボランティア　● 収集ボランティア	 ● 傾聴ボランティア

　③ 生活支援事業 
　生活支援については、多種多様なニーズが存在します。町行政や系統をはじめとした関係機関や民生児童委員の

方々と、連携を取りながら対応を図っていきたいと思います。主な取り組み内容は次のとおりです。
● 心配ごと相談（明るい生活相談）	 ● 無料法律相談　● 緊急食糧支援（愛称：フードライン）● 日常生活自立支援事業

● 法人後見業務　● 生活福祉資金貸付事業　　　　　　● 民生融金貸付事業

２. 津和野町受託事業
● 生活困窮者自立支援相談事業	 ● お達者サロン事業（津和野地区：ふれあいの場　日原地区：地域さんさんサービス）

● 高齢者配食サービス 	 ● 緊急通報装置業務事業（日原地区）

● 指定管理（津和野町保健福祉センターやまびこ・津和野町福祉センター）

● 介護予防事業（日原地区）　・ キラキラ体操教室　・ 元気アップ教室　・ 地域運動推進員事業

● 指定相談支援事業	 ● 障害児相談支援事業

３. 共同募金配分事業
　共同募金委員会の赤い羽根共同募金などの助成金として、本年度は次の事業が決定しています。

　〈本会が実施する地域福祉活動〉
● 高齢者福祉支援（手づくり弁当贈呈）　● 児童・青少年福祉支援（小学校入学者祝品贈呈）

● 住民全般支援（傾聴ボランティアスキルアップ研修会、介護職員初任者研修、社協だより発行）

● 歳末助け合い募金配分	 ● しめ縄づくりボランティア支援（津和野地区）

　〈福祉団体やボランティア団体が実施する地域福祉活動〉
● 津和野町老人クラブ連合会（第８回高齢者福祉大会）	 ● 津和野地域老人クラブ連合会（第 41 回ふれあいスポーツ大会）

● 日原地域老人クラブ連合会（第 35 回健康スポーツ大会）	 ● 津和野町身障者福祉協会連合会（第８回レクスポ交流会）

● だんご座の公演（子どもたちに良いものを見せるための活動）

平成28年度　事業計画
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４. 介護事業
　津和野町内における介護事業については、町行政をはじめ関係事業所が、町民の負託に応えるため、精一杯努力

をされています。しかしながら、平成 27 年度の制度改正により地域支援事業の枠組みが大きく変わり、津和野町で

はこの改正に伴い平成 29 年 4 月から施行される新しい介護予防、日常生活支援総合事業に合わせた「生活支援・介

護予防体制整備推進協議体」が設立されており、この協議体へは地域のニーズと多様なサービスの構築を目的とし

た体制整備を図る為に本会からも推進委員として参加しております。

　制度が在宅介護の方向性にあっては、本事業が町民の皆さまに益々の負託に応えるものと思っておりますので、

更に経営改善に努め利用者本位に明るく誠実な対応につとめていきます。また、今後地域の生活支援・介護予防サー

ビスを行う各事業体と連携を取りながら要支援者についての多様な日常生活支援の充実・強化を図れる新たな体制

作りや、取組みについて行政や各関係機関との連携をさらに密にし検討していきたいと思います。昨年より開設し

た特定相談支援事業は、今まで町外で支援していた利用者様も徐々に町内へ戻りつつあります。今後においても町

内利用者様がその人らしく生活できるよう支援していきます。
● 介護予防支援・居宅介護支援 　● 介護予防訪問介護・訪問介護・居宅介護（障害者総合支援法）

収入の部 支出の部（単位：円） （単位：円）
会費 3,038,000
善意寄附金 3,500,000
町補助金 45,461,000
県社協受託金 496,000
町受託金 19,678,000
共同募金助成金 2,650,000
貸付事業償還金 461,000
事業収入（利用及び参加料） 5,310,000
介護保険収入 92,143,000
障害福祉サービス等事業 13,613,000
その他の収入 216,000
社会福祉振興事業積立金取
崩収入 ※ 2 4,200,000

拠点・サービス区分間
繰入金収入 16,413,000

繰越金 13,739,000
合　　　計 220,918,000

法人運営事業 63,982,000
福祉推進事業 11,536,000
ボランティア振興事業 250,000
心配ごと・法律相談事業 534,000
日常生活自立支援事業 359,000
法人後見事業 603,000
生活福祉資金貸付事業 226,000
生活困窮者自立支援事業 4,570,000
お達者サロン事業 7,400,000
高齢者等配食サービス事業 7,149,000
町民後見推進事業 256,000
緊急通報装置業務事業 100,000
保健福祉センター管理事業　　 1,501,000
津和野町福祉センター管理
事業　 1,001,000

民生融金貸付事業 2,000,000
共同募金一般募金事業 1,998,000
歳末たすけあい募金事業 1,700,000
介護保険事業 112,253,000

（内訳）
　居宅介護支援事業 38,045,000
　特定相談支援事業 2,080,000
　介護予防事業 1,801,000
　訪問介護事業 70,327,000
社会福祉振興事業積立金 ※１ 3,500,000

合　　　計 220,918,000

※２ 10 人乗車輌（しあわせ号）購入のため積立金取崩し

※１　本会の積立金は、目的別に車輌運搬具整備積立金・臨時損
失補てん積立金・社会福祉振興事業積立金があります。	

平成28年度　一般会計予算
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＜本　所＞
　　住所：	津和野町日原14番地
	 津和野町保健福祉センターやまびこ内
　　電話：	74-1617

＜津和野支所＞
　　住所：	津和野町森村イ1025番地
	 津和野町福祉センター内
　　電話：	72-1494

○事務局部門 ○事務局部門

○介護事業部 ○介護事業部

事務局長（兼福祉事業課長） 村 上 和 則
総務部長 水 津 妙 子
総務課係長 益 成 由 子
総務課職員 渡 邊 晃 子
福祉事業課職員 横 田 弘 幸

津和野支所長（兼福祉事業課職員） 上 田 富 晴
福祉事業課係長 立　花　裕美子
総務課職員 水 津 美 香

介護事業部長（兼介護支援専門員、
特定相談支援事業所管理者） 斎　藤　みどり

介護事業部係長 大 庭 剛 美
津和野居宅介護支援事業所
所　長（兼介護支援専門員） 有 吉 詠 子
介護支援専門員（兼特定相談支援
事業所相談支援専門員） 増 野 磨 美

介護支援専門員 柳 原 幸 恵
介護支援専門員 長　嶺　公美子
介護支援専門員 永 嶺 貞 子
日原訪問介護事業所
所長（兼訪問介護員） 中 村 美 穂
係長（兼訪問介護員） 三　好　りよ子
訪問介護員 小 野 理 子

津和野訪問介護事業所
所　長（兼訪問介護員） 村 本 純 子
訪問介護員 片 岡 和 枝
訪問介護員 大 畑 千 春
訪問介護員 山 本 麻 美

【退職】
　　大　畑　　　望（平成 28 年 2 月29日付）
　　水　津　恵美子（平成 28 年 3 月31日付）
　　青　木　香代子（平成 28 年 3 月31日付）

津和野町社会福祉協議会職員配置（平成28年4月1日現在）

　昨年の12月16日、ホームヘルパーが80
歳代の女性のお宅を訪問した際、不審な電
話がかかっていることに気づきました。内
容は「あなたに老人ホームへの入居の権利
がある。入居しないのであれば東日本大震
災の被害者に権利を譲ってほしい。」と言
われ、それを承諾すると「名義貸しは違法
だ。」との脅しの電話があり、3,000万円
を要求されていたものでした。
　すぐに社協で対策を検討するとともに、
警察や金融機関に連絡し、女性の高額な引
き出しに注意をするよう連携を取りまし
た。連携した関係機関の迅速かつ的確な対
応で女性の詐欺被害を未然に防止すること
ができました。

　また、１月７日、すでに新聞等で報道されましたが、津和野警察署竹谷可臣署長より津和野町社会
福祉協議会に対し、感謝状が贈呈されました。

チームプレーで特殊詐欺を未然に防止！
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　下記の日程で心配ごと相談を実施します。どんなことでもかまいませんので、お気軽にご相談下さい。

相談事業のご案内

月 日（曜日）

５月 １３日（金） ２７日（金）

６月 １０日（金） ２４日（金）

７月 ８日（金） ２２日（金）

８月 １２日（金） ２６日（金）

９月 ９日（金） ２３日（金）

１０月 １４日（金） ２８日（金）

月　　日 場　　所 担当弁護士

５月２０日（金） 津和野会場 山本弁護士

６月１７日（金） 日 原 会 場 谷川弁護士

７月１５日（金） 津和野会場 丸亀弁護士

８月１９日（金） 日 原 会 場 田中弁護士

９月１６日（金） 津和野会場 羽柴弁護士

１０月２１日（金） 日 原 会 場 丸亀弁護士

月 日（曜日）

５月 ６日（金） ２０日（金）

６月 ３日（金） １７日（金）

７月 １日（金） １５日（金）

８月 ５日（金） １９日（金）

９月 ２日（金） １６日（金）

１０月 ７日（金） ２１日（金）

【心配ごと相談】
　　場所：津和野町福祉センター　２階会議室
　　時間：午前10時～正午

下記の日程で無料法律相談を実施します。借金、訪問販売、架空請求、相続、成年後見制度
などさまざまな問題に弁護士が助言します。お気軽にご相談
下さい。

【明るい生活相談】
　　場所：日原山村開発センター
　　時間：午前10時～正午

○担当弁護士：	石西ひまわり基金法律事務所	 丸亀日出和　弁護士
	 益田ひまわり基金法律事務所	 田中　秀樹　弁護士
	 山陰リーガルクリニック益田事務所	 山本　　尚　弁護士
	 谷川法律事務所	 谷川　　円　弁護士
	 羽柴法律事務所	 羽柴　貴宏　弁護士
○場　　　所：日 原 会 場…津和野町保健福祉センターやまびこ（社協本所）
　　　　　　　津和野会場…津和野町福祉センター（社協津和野支所）
○時　　　間：13時～16時（１人30分です）
※相談は無料です。
※相談には予約が必要です。（電話：７２－１４９４）

〈どこに相談してよいか分からない時〉

〈法律に関することや専門的な問題がある時〉

〈経済的に困っている時〉

〈障がいについての悩みや困っている時〉

【法律相談】

ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください！

　津和野町特定相談支援事業所では、障がい（身体・知的・精神）のある方や、そのご家族の方などの悩みや、
お困りごとについて、保険・医療・福祉の関係機関と連携し、相談や福祉サービスの利用のお手伝い・情報提供
等の支援を行います。

　津和野町社会福祉協議会では、生活上のさまざまな問題により困窮状態にある方に対し、地域の中で自立した
生活が送れるよう、一人ひとりに寄り添った相談対応をいたします。

「津和野町特定相談支援事業所」
場所　津和野町日原１４　保健福祉センターやまびこ内

電話　社協本所：　７４－１６１７
相談時間　8：30～17：15（土、日、祝日を除く）

相談窓口・津和野町社会福祉協議会
電話　本所：　７４－１６１７　　津和野支所：　７２－１４９４

相談時間　8：30～17：15（土、日、祝日を除く）



6

ボランティアコーナー 津和野町ボランティアセンター情報

月いちボランティア清掃活動のお知らせ

収集ボランティア活動

月 日 時 間 活動・集合場所 活 動 内 容
５月14日（土） 午前８時～９時 社協津和野支所 ご み 拾 い
６月４日（土） 午前８時～９時 嘉 楽 園 ご み 拾 い
７月２日（土） 午前８時～９時 津 和 野 駅 ご み 拾 い
８月６日（土） 午前７時～９時 乙雄山・先哲墓地 草 刈 り
９月３日（土） 午前８時～９時 社協津和野支所 ご み 拾 い
10月１日（土） 午前８時～９時 キ ヌ ヤ 駐 車 場 ご み 拾 い
11月５日（土） 午前８時～９時 津 和 野 駅 ご み 拾 い
12月３日（土） 午前８時～９時 なごみの里駐車場 ご み 拾 い
３月４日（土） 午前８時～９時 社協津和野支所 ご み 拾 い

　今年度は、左記の日程でボランティ
ア清掃活動を行います。子どもからお
年寄りまで、どなたでも気軽に参加で
きます。
　月に一回、清掃活動をして津和野の
まちをきれいにしましょう。

　本会では、古切手・使用済みテレホン
カード・書き損じはがき・ペットボト
ルのフタを募集しています。消印を押
された切手や使用済みのテレホンカー
ド、書き損じたはがきなどは集めるだ
けでボランティア活動になります。
　集めていただいた収集品を社協へ
持ってきていただければ、本会からＮＰ
Ｏなどの団体へ送付することにより、
福祉活動の資金や発展途上国の救援活
動資金などに役立てられます。また、
書き損じはがきは、新しいはがきと交
※収集の際のポイント　①ペットボトルのフタは、洗浄をお願いします。②回収対象は「飲料用のペットボトルキャッ
　　　　　　　　　　　プ」に限定しています。醤油やソース、お酒など飲料用以外のキャップは、受け付けできません。
　　　　　　　　　　　②古切手は、周りを１㎝程度残して切り取ってください。

収集ボランティアにご協力いただきありがとうございました。
（３月３１日受付分まで） （順不同・敬称略）
結 城 ナ ヲ 枝 矢 村 ゆ う と 門 脇 順 子 大 羽 キ ミ 子
水 津 照 子 増 野 利 夫 村 松 栄 子 中 村
青 木 美 和 子 大 中 和 子 宮 内 文 子 岸 田 芳 江
大 垣 恵 子 大 庭 洋 子 水 津 正 治 村 上 忠 志
岡 村 彰 子 村 上 良 子 大 河 原 ふ ゆ の 山 本 束 美
宮 内 鉄 夫 水 津 多 喜 子 門 林 婦 人 会 津和野町医療対策課
ク ラ ブ ヴ イ 石 見 紙 工 業 津和野自動車工場 橘 井 堂
シルバー人材センター ようでん津和野店 ゆ ず の ふ る 里 津 和 野 町 役 場
星 の 里 枕 瀬 公 民 館 麓 耕 自 治 会 水 津 運 送
退 公 連 女 性 部 匿 名 １ ６ 名

今日からあなたも『たすケア“愛”』の主役になれる！
（助け合い）

　助け合いの必要性を感じている人やボランティアに関心がある人は多くおられますが、
時間を作って活動するということはなかなか難しいことです。
　ボランティアセンターでは、普段の生活の中で、だれにでも簡単にできる助け合い活動
やボランティア活動を紹介し、だれもが助け合いの主役になれる地域を目指します。

今日からできる助け合い

『困ったときはオープンに！』
Vol.19

　先日、ある地区で支え合いマップづくりを行った際
に認知症のご家族がおられる方が、「家族が認知症で
あることを地域のみんなに話したら、みんなが助けて
くれた。みんなの支えもあり要介護度も下がった。地
域のみんなに感謝している。」というお話を聞きました。
　支え合いマップの生みの親でもある木原先生も「助
けてと頼まれれば、ほとんどの人が助けてくれる。
困ったときに一人で悩まず、困ったことをみんなに

オープンにすることで助け合いが始まる。」と言って
おられました。つまり、助け合いの始まりは「助け
て！」ということだったのです。
　さあ、あなたも「困ったときはオープンに」してみ
ませんか！

換し、「はがきボランティア」に使用されています。ご協力をお願いします。
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　２月 21 日に「成年後見制度についての専
門職向け研修会」、３月 26日に「町民後見人
スキルアップ研修会」を開催しました。
　両日とも「身寄りのない高齢者への支援方
法と成年後見制度の活用について」をテーマ
にグループ討議を行い、参加者のみなさんか
らは日頃の悩みや今後の支援方法についての
活発な意見が出ていました。
　（町委託事業：医療対策課　地域包括支援セ
ンター）

　このたび津和野町レクリエーション協会会
長の有田キミ子さんが、津和野町レクリエー
ション協会の設立や子どもから高齢者までの
幅広いレクリエーション指導の推進等の功績
が認められ、平成 27 年度島根県レクリエー
ション協会功労者表彰を受賞されました。
　有田さんは、ふれあいの場においても創設時
から現在までレクリエーションボランティアと
して活動されており、今後もより一層の活躍が
期待されます。心よりお祝い申し上げます。

有田キミ子さん
島根県レクリエーション協会
功労者表彰受賞

平成２７年度

津和野町町民後見推進事業　
研修会開催

　２月２日、津和野町福祉センターにおいて恒例のチャリ
ティー囲碁大会「春夏秋冬塾」の冬塾が開催されました。当
日は、町内外から多数の参加があり、熱戦が繰り広げられま
した。なお、大会の結果は下記のとおりとなりました。

※チャリティー囲碁大会の収益金は、赤い羽根共同募金に寄
付されます。

【大会結果】 個人戦

団体戦

優　勝　伊藤　嘉規（三段）
準優勝　下森　高繁（三段）
第３位　海老谷　保（七段）

優　勝　徳佐チーム
　大将　中嶋　宏司（五段）
　中堅　市原　満男（五段）
　先鋒　伊藤　嘉規（三段）
準優勝　津和野チーム
　大将　三家本鶴生（四段）
　中堅　下森　高繁（三段）
　先鋒　三浦　美男（三段）

第25回  チャリティー囲碁大会
春夏秋冬塾

ふ
れ
あ
い
俳
句
サ
ロ
ン

私
の
作
品

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、気
軽
な
俳
句
会
を
通
し
て
、ふ
れ
あ
い
、交
流

を
深
め
、よ
り
豊
か
な
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う「
ふ
れ
あ
い
俳
句
サ
ロ
ン
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。気
軽
に
参
加
し
て
俳
句
を
話
題
に
お
話

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

余
寒
な
ほ
片
手
に
重
し
広
辞
苑	

岡
田　

忠
良
（
後
田
）

水
温
む
大
き
く
う
ね
る
鯉
の
鰭	

金
子　

眞
次
（
耕
田
）

春
雷
に
猫
走
り
だ
す
夕
間
暮	

福
増　

泰
資
（
後
田
）

静
か
な
る
寺
を
か
ざ
し
て
馬
酔
木
咲
く	

世
良　

德
祐
（
森
村
）

鉢
植
え
の
一
つ
一
つ
に
種
袋	

下
森
ヤ
ス
ヱ
（
中
座
）

早
春
の
梢
に
風
の
た
は
む
れ
て	

上
山　

純
子
（
高
峯
）

青
野
嶺
の
木
の
芽
の
あ
か
き
入
日
か
な	

大
庭　

南
子
（
池
村
）

俳句作品を募集します！
作品は、ハガキに一句、作者名を書き、社協まで郵送
をお願いします。
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中
田　

治
子　

様
（
中
川
）

（
故　

中
田　

勝
昭　

様
）

　

引
野　

健
一　

様
（
森
村
）

（
故　

引
野　

信
子　

様
）

　

桑
原　

昌
市　

様
（
町
田
）

（
故　

桑
原　

憲
行　

様
）

　

和
田　

京
三　

様
（
中
曽
野
）

（
故　

和
田　

金
重　

様
）

　

中
島　
　

亮　

様
（
後
田
）

（
故　

中
島　

ア
キ
コ　

様
）

　

但
馬　

美
都
枝　

様
（
中
山
）

（
故　

但
馬　

冨
士
生　

様
）

　

後
藤　

輝
政　

様
（
笹
山
）

（
故　

後
藤　

ヒ
デ
子　

様
）

　

財
間　
　

章　

様
（
中
座
）

（
故　

財
間　
　

薫　

様
）

　

大
谷　

和
子　

様
（
後
田
）

（
故　

大
谷　

利
雄　

様
）

　

生
垣　

秀
雄　

様
（
後
田
）

（
故　

生
垣　

千
穂
枝　

様
）

　

松
原　

雅
司　

様
（
後
田
）

（
故　

松
原　

サ
ツ
キ　

様
）

　

上
田　

龍
三　

様
（
後
田
）

（
故　

上
田　

フ
ジ
ノ　

様
）

（
見
舞
返
し
）

　

等
農　

イ
ツ
子　

様
（
部
栄
）

（
一
般
寄
付
）

　

三
宅　

浪
子　

様
（
森
村
）

　

陶
山　

幸
範　

様
（
田
二
穂
）

　

宝
泉
寺
さ
ら
の
会　

様
（
河
村
）

　

匿
名　

１
件

（
香
典
返
し
）

　

山
下　

直
行　

様
（
滝
元
）

（
故　

山
下　

キ
ク
ヱ　

様
）

　

広
田　

朗
子　

様
（
枕
瀬
）

（
故　

中
村　

良
夫　

様
）

　

大
垣　
　

均　

様
（
河
村
）

（
故　

大
垣　

美
男　

様
）

　

羽
野　

君
子　

様
（
左
鐙
）

（
故　

羽
野　

高
雄　

様
）

　

齋
藤　

眞
市　

様
（
池
村
）

（
故　

齋
藤　

久
子　

様
）

　

柳
井　

伸
吉　

様
（
冨
田
）

（
故　

柳
井　

洋
子　

様
）

　

齋
藤　
　

勉　

様
（
枕
瀬
）

（
故　

齋
藤　

治
子　

様
）

　

石
川　

八
重
子　

様
（
池
村
）

（
故　

石
川　
　

豊　

様
）

　

村
上　

篤
司　

様
（
日
原
）

（
故　

村
上　

ミ
ネ　

様
）

　

梅
徳　

明
弘　

様
（
河
村
）

（
故　

梅
徳　

忠
男　

様
）

　

大
庭　

保
惠　

様
（
左
鐙
）

（
故　

大
庭　

幸
美　

様
）

　

村
上　

ツ
ヤ
子　

様
（
日
原
）

（
故　

村
上　

忠
志　

様
）

　

匿
名　

２
名

（
一
般
寄
付
）

　

中
岡　
　

誠　

様
（
枕
瀬
）

　（
香
典
返
し
）

　

石
本　

英
雄　

様
（
名
賀
）

	

（
故　

石
本　

ヒ
サ
子　

様
）

　
皆
様
の
ご
厚
意
は
社
会
福
祉
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
発
行
の
都
合
に
よ
り
掲
載
時
期
が
遅
く
な

り
ま
し
た
が
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
受
付
分
ま
で
）（
受
付
順
）

津
和
野
支
所
受
付

本
所
受
付

平成２７年度　共同募金実績報告　ご協力ありがとうございました
　昨年の10月1日から12月31日の期間中に町民の
みなさまをはじめ、各団体、小、中学校から心温
まる募金をいただきました。
　集まった募金は、津和野町老人クラブの健康づ
くりや世代間の交流事業への助成、津和野町身障
者福祉協会連合会のスポーツレクリエーション事
業への助成、青少年育成を目的とした子どもたち
への人形劇公演事業への助成、その他、高齢者へ
の手作り弁当贈呈事業、小学校入学祝い品の贈呈
事業などに使われます。
　歳末たすけあい募金については、歳末見舞金と
して対象世帯へお届けしました。
　みなさま、ご協力ありがとうございました。

赤い羽根共同募金
運動実績（一般募金） １，９８２，０４８円

（内訳）戸 別 募 金 １，６６７，１００円
街 頭 募 金 １２５，５００円
法 人 募 金 ２０，８５０円
学 校 募 金 ２１，９３１円
職 域 募 金 ４９，３４１円
イベント募金 ３，４８０円
個 人 募 金 ３７，５３３円
その他の募金 ５６，３１３円

歳末たすけあい募金
運動実績 １，６６２，６９５円

（内訳）戸 別 募 金 １，４６７，１００円
法 人 募 金 １，１００円
イベント募金 １５７，７１４円
その他の募金 ３６，７８１円


